
射水市移住・空き家トータルサポート業務

業務委託期間

令和６年８月１日から令和９年３月31日まで

委託業務の概要

• 移住・空き家利活用に関するワンストップサービスを提供する相談窓口の設置・運営
（土・日・祝日、夕方も対応）

• 移住希望者や空き家利活用希望者への情報発信（移住専用情報サイトの構築・
運営やSNSの活用、空き家等情報バンクの運営等）

• 市内の現地案内や移住体験ツアーの実施

• 不動産業者等と連携した住まいや利活用を希望する物件に関するサポート

• 就業や新規開業等の仕事に関する情報発信や支援

• 移住者への定着支援（移住者交流会の開催等）

近年、移住希望者や空き家利活用希望者への情報発信、空き家の紹介や仕事に関する相
談、移住後の定着支援など、移住・空き家に関するサービスをワンストップで提供する窓口を、民
間事業者に委託して開設する自治体が増えている。
本市においても、こうした窓口の開設を含む移住・空き家トータルサポート業務を実施し、移住
希望者等の利便性を向上させ、移住・空き家利活用のより一層の促進につなげる。
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窓口の運営事業者

事業者名 一般社団法人とやまのめ
所 在 地 射水市西高木795番地
代表者名 代表理事 中谷 幸葉
担当者名 中田 匠

窓口の概要

• 移住と空き家利活用の相談窓口「＃みらいシテン射水」を
内川沿いにある『番屋カフェ』内に令和６年10月から開設。
開所日：水曜日・木曜日を除き週５日以上開所
開所時間：9：30～18：30

• 窓口周辺の宿泊施設等と連携しながら、市内の案内や地域の魅力や移住に関する情報を
提供。

• 20代・30代の若い世代をメインターゲットとし、SNS総フォロワー数約20万人の発信力を
活用して、移住者向けの情報発信を行うほか、地域コミュニティと一体となった暮らし体験
も提供。

• 建築の専門家（一級建築士）が常駐し、不動産業者等と連携して物件探しを支援する
ほか、空き家の利活用に必要な手続等の情報を整理しながら、専門機関へ案内するなどの
サポートを提供。

• 移住に伴う就業・新規開業に向けたサポートを実施するとともに、チャレンジする人を支援
するための基金を設立・活用。

• 移住者や子育て世帯、新規開業者など様々なコミュニティを紹介しながら、定期的に交流会
を開催するなど移住者の定着支援を行う。
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